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§１．研究成果の概要 
 

量子乱数生成を用いた量子コンピューターの安定性に関する議論をはじめ、安定性の指標構築

に対して数理統計学の知見を拡張しなければならないことが分かった。更には、量子コンピュータ

ーがどの程度の計算基盤を構築できるかに関して議論をはじめ、現在知られているノイズを伴った

計算基盤でのある種の限界を見積もることが出来た。 
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